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公益財団法人日本医療機能評価機構 認定病院患者安全推進協議会

施設・環境・設備安全部会

概要

２階から１階へつながる階段の最後の部分が一段だけ広くなっており、階段の色と一階床の色が同じで、そのまま一

階の床⾯のように思われる状況であった。２〜３歩進んだ後にまた⼀段段差があり、それに気が付かず転びやすい環

境になっていた。

要因

・階段の色と床が同じだった為に、段差に気が付きにくかった。 ・手すりが最後の広い部分にはなかったので、階

段が終わりなのだと感じやすかった。

対策

・一段広い部分の色を一階の床面と違う色にした。・一段広い部分に「段差注意」の注意書きを施した。 上記の対

策でも転倒が発⽣してしまった。・⼿すりを延⻑して、⼀段広い部分の端まで追加⼯事を⾏った（対策初期に⾏いた

かったが、工事の騒音などが発生し、患者への影響があるとのことで、実施するまでに期間を要してしまった。）

発生内容

上階から下りてきた時に転倒があった。
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無

Ｃ. 不適切な環境設定・維持管理不足に
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物的環境に関連するインシデント・アクシデント事例

2017−

【改善前】
【改善後】


